
巻頭言  

次世紀に向けた社会基盤  

副会長 兼松 安晴   

科学技術の発展にはさまぎまな社会的背景が慮ろう．自然界の複  

雑な事象をいくつかの限定された集団に分け，そうして形成された  

単純なサブセットを理想化し，そうしたサブセットについて集験に  

合致する一般無を硝薬し，こうしたいくつかのサブセットを集合し  

て複雑な全体を系統剛＝理解しようとするのが科学の論理であろ  

う．   

科学が発達した西欧では，畑作農兼の帰楼として人口密度過森の  

社会を構成した．こうした人間間切かかわりの少ない社会の敵勢軋  

仲人的な振軌l，すなあち個人の論理が優先する．また．社会が一  

神教を尊季して桝活動を諌め，唯一の綿杓な考え方への努力が  

扱われている．そうした環境を背部こして，西欧では科学の発達に  

必要な論理の単純化や理想化が思考されやすい．しかし，科学の劇  

毒即＝鱒有利でぁるが，社会の円滑を運営努力ポ希薄となり，馴染ま  

ない新しい嘲億槙の導入には抵抗がある．   

東洋で蛙水田農耕ぬ礪として人口密度が避密である．こうした  

社会でほ，水利の確保に必要な麻憾社会の連携や人間同士の相互開  

係無税では．牡会をとらえることがで塗ない．そして，個人釣な振  

舞いよわも安定な社会への論理が尭逢し，複雑な社会を成り立たせ  

るために，取り食えず特殊翳を得るのが必要であった．しかレ，こ  

のような醍会背針ま．直接秒こ立つ技術め発展を助けてきた吼科  

学を発達させることには失敗した．我が国では，個人の自制を基難  

にした社会輪環を受著させ，八百万の神を戴く多神教の風土かち．  

多用な鏑磋観め並存を許し，新しい価値鬱紛議人には抵抗が少ない．   

21世紀では，地球は避密化し，世界の連携が密となって多様な  

飯錯欄の許容に向けて桑軟な対応が迫られる．次世紀の吐合の発展  

のためには．鱒全な社会幹理と科学捜術の発達とが両輪のごとくに  

必要とされる．東西両文明が融合した社会の形成が特たれるのであ  

るが，科学的癒着を取り入れることよわ，社会膏償を変える方がよ  

り困建であ乱こうした勤郎通てば，次世紀の地球の義貞に発た  

す我が国の役割が国際的に極めて太巻いように思ゎれるのですがい  

かがでしようか．   
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